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灘
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糊
帆

頂
門
の

針

弟
子
丸
泰
仙
師
が
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら

連
れ
て
来
た
禅
の
修
行
者
で
あ
る
一
婦

人
が
、
「
日
本
の
禅
を
み
た
が
、
あ
れ

は
形
式
だ
け
だ
。
日
本
の
坊
さ
ん
は
、

ほ
ん
と
う
に
何
か
を
求
め
て
や
っ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。
私
た
ち
は
、
心
か

ら
求
め
て
、
禅
を
や
っ
て
い
る
の
だ
」

と
い
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
「
沙
石
集
」
に
は
、
仏
道
修
行
も
し

な
い
で
、
信
施
ば
か
り
受
け
て
い
た
僧

が
、
牛
に
な
っ
た
話
が
あ
る
が
、
信
施

の
罪
を
滅
す
る
尊
勝
陀
羅
尼
を
思
い
出

す
こ
と
も
で
き
ず
、
三
日
目
に
や
っ
と

「
尊
勝
陀
羅
尼
」
と
い
っ
た
と
き
、
も

と
の
法
師
に
成
っ
た
と
い
う
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
今
、
一
番
大
事
な
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

高
度
成
長
の
お
蔭
で
、
立
派
な
本
堂
や

施
設
が
で
き
た
が
、
と
か
く
経
営
に
の

み
心
を
奪
わ
れ
勝
ち
に
な
る
こ
と
を
戒

し
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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今
秋
十
一
月
六
日
、
京
都
知
恩
院
和
順
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
二
十
二
回
全
日
本
仏

教
徒
会
議
の
要
項
が
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
内
容
に

決
定
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
『
人
類
の
危
機
を

救
お
う
仏
教
で
』
。
会
議
内
容
は
宗
派
代
表
者

会
議
、
仏
青
代
表
者
会
議
、
悪
婦
代
表
者
会

議
、
及
び
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
。
特
に
今
回
の
会

議
で
中
心
に
な
る
の
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

で
あ
る
。
最
近
特
に
人
口
問
題
等
、
人
類
の
未

来
に
対
す
る
悲
観
的
展
望
が
な
さ
れ
、
日
本
人

口
会
議
並
び
に
世
界
人
口
会
議
が
相
次
い
で
開

催
さ
れ
る
な
ど
各
方
面
で
の
研
究
が
進
ん
で

全
日
本
仏
教
徒
会
議
軽
き

い
る
。
そ
の
中
で
一
番
遅
れ
て
い
る
の
が
宗
教

界
、
そ
し
て
わ
が
仏
教
界
で
あ
る
。
既
報
の
O

と
く
二
仏
で
は
八
月
二
十
六
、
七
の
両
日
、
日

本
仏
教
文
化
会
議
に
お
い
て
「
人
類
の
未
来
と

仏
教
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

を
も
っ
た
が
、
こ
の
成
果
を
現
実
の
布
教
伝
道

担
当
者
た
る
僧
侶
に
理
解
を
得
る
べ
く
今
回
の

代
表
者
会
議
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
計
画
し

た
。
そ
の
テ
ー
マ
は
『
人
口
問
題
と
仏
教
』
で

あ
る
。
趣
旨
に
つ
い
て
文
化
専
門
委
員
長
真
渓

義
貫
師
に
つ
ぎ
の
解
説
を
い
た
だ
い
た
。

人
口
問
題
と
取
組
む

　
昨
年
、
露
仏
結
成
二
十
年
記
念
に
開
催
し
た

第
二
十
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
従
来
の

大
会
形
式
か
ら
会
議
中
心
主
義
に
変
更
し
て
宗

派
代
表
者
会
議
、
地
域
仏
教
会
代
表
者
会
議
、

そ
れ
に
五
部
会
の
問
題
別
会
議
を
平
行
し
て
実

施
し
た
が
、
い
ず
れ
も
“
人
類
の
危
機
を
救
お

う
仏
教
で
”
と
い
う
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
即
し
た

議
題
を
取
り
上
げ
て
の
討
議
に
集
中
し
た
。
な

解
　
説

か
で
も
宛
も
「
世
界
環
境
年
」
に
相
当
し
て
い

た
だ
け
に
、
今
日
置
か
れ
て
い
る
環
境
は
、
人

類
を
滅
亡
さ
せ
る
か
も
知
れ
な
い
危
機
を
招
い

て
い
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
払
い
つ
つ
認
識
を

深
め
、
こ
れ
か
ら
脱
す
る
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
あ
る
い
は
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
仏
教
徒
は
何
を
為
す
べ
き
か
、
ま
た
は

何
が
で
き
る
か
を
討
議
し
た
。

　
実
践
項
目
と
し
て
寺
院
周
辺
の
緑
化
運
動
、

寺
院
を
市
民
の
休
息
場
と
す
る
運
動
、
更
に
は

福
祉
事
業
へ
の
積
極
的
参
加
な
ど
の
一
般
的
な

運
動
の
展
開
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
他
、
市
民
運

動
の
指
導
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
や
人
間
尊
重

の
精
神
昂
揚
を
中
心
と
す
る
伝
道
の
強
力
な
展

開
な
ど
の
申
合
せ
が
行
わ
れ
た
。
必
ず
し
も
申

合
せ
が
忠
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
ま
で
も
、
仏
教
徒
が
今
日
の
危
機
感
と
不
安

な
人
間
の
状
態
に
対
し
て
、
仏
教
の
精
神
を
ど

の
よ
う
に
活
か
す
べ
き
か
の
認
識
が
深
ま
っ
て

来
た
こ
と
だ
け
は
事
実
で
あ
る
。
各
加
盟
団
体

の
施
政
方
針
に
も
、
こ
の
こ
と
が
か
な
り
反
映

し
て
い
る
し
、
一
般
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
で
も
、

あ
ら
ゆ
る
時
代
時
代
に
仏
教
が
果
し
て
来
た
役

割
を
、
今
ま
た
新
し
い
感
覚
を
も
っ
て
そ
の
真

髄
を
人
類
の
危
機
と
い
わ
れ
る
現
代
に
活
か
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
期
待
を
深
め
て
い
る
。

　
人
類
の
危
機
感
は
少
し
も
解
消
さ
れ
て
は
い

な
い
。
第
二
十
二
回
仏
教
徒
会
議
は
別
記
の
よ

う
に
重
ね
て
“
人
類
の
危
機
を
救
お
う
仏
教

で
”
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
現
代
が
か
か
え

る
二
大
困
難
問
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
人
口

問
題
と
も
取
組
ん
で
仏
教
徒
の
立
場
を
閲
明
に

し
ょ
う
と
す
る
。
宛
も
今
年
は
「
世
界
人
口

囲
」
を
迎
え
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
問
題
に
対

す
る
仏
教
徒
の
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
は
世
界

の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
即
ち
宗
派
代

表
者
会
議
に
お
い
て
は
「
人
類
が
危
機
に
瀕
し

て
い
る
一
般
的
状
勢
の
分
析
と
対
策
」
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
、
仏
教
徒
ア
ピ
ー
ル
を
行
な

う
他
、
一
般
参
加
者
に
よ
っ
て
「
人
口
問
題
と

、
仏
教
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
を
開
催

す
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
基
調
講
演
に

は
一
九
七
〇
年
六
月
「
人
類
の
危
機
に
関
す
る

プ
ロ
ゼ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
雄
大
な
計
画
を
作
成

し
て
研
究
作
業
を
実
施
し
て
い
る
ロ
ー
マ
・
ク

ラ
ブ
の
常
任
委
員
大
来
佐
武
郎
経
済
学
博
士
に

依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
会
議
形
式
で
あ
る
が
、
宗
派
代
表
者

会
議
は
、
若
干
形
式
を
変
え
て
、
司
会
者
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
ヤ
ー
の
役
割
を
も
兼
ね
、
現
代
人

類
の
危
機
と
し
て
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

諸
々
の
問
題
、
た
と
え
ば
世
界
環
境
の
量
的
限

界
と
行
過
ぎ
た
成
長
に
よ
る
悲
劇
的
結
末
に
つ

い
て
。
人
口
増
加
と
経
済
成
長
の
相
互
作
用
に

つ
い
て
。
地
球
の
大
き
さ
と
有
限
性
の
上
で
の

人
間
の
生
存
と
活
動
の
限
界
に
つ
い
て
。
世
界

の
中
に
お
け
る
爆
発
的
な
格
差
と
不
平
等
に
つ

い
て
。
自
己
中
心
的
・
抗
争
的
行
動
の
阻
止
に

つ
い
て
。
社
会
の
成
長
目
標
か
ら
均
衡
目
標
へ

の
方
向
転
換
に
対
す
る
道
徳
的
決
意
に
つ
い
て

等
々
に
対
し
て
仏
教
が
果
し
得
る
役
割
を
質
間

の
形
で
参
加
者
か
ら
意
見
表
明
を
求
め
る
こ
と

を
狙
っ
て
い
る
。
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で

は
、
入
口
問
題
が
人
類
の
未
来
社
会
に
如
何
に

重
大
な
問
題
で
あ
る
か
を
学
習
し
た
上
で
、
人

口
制
止
の
具
体
案
に
つ
い
て
仏
教
徒
は
教
義
上

a一
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ど
の
よ
う
な
立
場
を
取
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　
由
来
、
人
口
問
題
に
つ
い
て
は
宗
教
は
人
口

制
止
に
対
す
る
一
つ
の
ブ
レ
ー
キ
と
な
っ
て
い

る
。
昭
和
二
十
四
年
二
月
置
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司

令
部
の
顧
問
と
し
て
来
日
し
た
米
国
の
人
口
学

者
W
・
タ
ム
ソ
ン
博
士
が
「
日
本
の
人
口
間
題

の
解
決
は
産
児
制
限
し
か
な
い
」
と
声
明
し

た
際
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
カ
ソ
リ

ッ
ク
団
体
が
猛
然
と
反
対
し
、
や
む
な
く
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
も
産
児
制
限
は
個
人
の
判
断
に
待
つ

と
、
政
策
後
退
を
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し

か
し
バ
チ
カ
ン
は
、
去
る
八
月
二
十
八
日
か
ら

ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
ル
ッ
セ
ル
で
開
か
れ
た
世
界
宗

教
者
平
和
会
議
で
の
人
口
問
題
の
討
議
に
も
、

ま
た
ブ
カ
レ
ス
ト
で
開
か
れ
た
第
三
回
世
界
人

口
会
議
に
も
参
加
し
て
人
口
問
題
に
対
す
る
関

心
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
一
九
六
八
年
七
月

に
発
表
し
た
「
人
間
の
生
命
宣
言
」
に
示
さ
れ

た
よ
う
に
、
受
胎
調
節
は
禁
欲
法
し
か
認
め
な

い
立
場
に
は
変
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
カ

ソ
リ
ッ
ク
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
積
極
的
に
家

族
計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
は
か
な
り
進
歩
的
で
、
夫
婦
が
合
意
し
、
夫

婦
と
新
し
い
生
命
の
い
ず
れ
に
も
害
が
な
け
れ

ば
、
夫
婦
の
自
由
に
任
か
せ
る
と
い
う
態
度
で

あ
る
。

　
宗
教
人
口
二
十
三
億
人
の
人
口
問
題
に
対
す

る
動
向
は
、
同
問
題
を
左
右
す
る
上
で
大
き
な

影
響
力
を
持
つ
が
、
二
億
六
千
八
百
万
と
い
わ

れ
る
仏
教
徒
の
態
度
は
末
だ
曽
て
明
か
に
さ
れ

た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
は
極
め
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
十
余

年
前
ア
メ
リ
カ
で
仏
教
文
化
会
議
が
開
か
れ
た

際
、
ア
メ
リ
カ
仏
教
徒
が
、
ど
こ
の
会
議
で
も

提
起
し
た
問
題
は
「
バ
ー
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

と
仏
教
徒
の
態
度
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
日
本
仏
教
徒
代
表
は
、
誰
一
人
明
解
な
意

見
を
の
べ
得
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
今
や
仏
教

徒
も
、
い
つ
ま
で
も
頬
か
む
り
で
通
れ
な
い
ほ

ど
人
類
の
危
機
に
お
け
る
一
大
重
要
問
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
深
く
思
い
を
致
た
さ
ね
ば
な

る
ま
い
。

　
今
年
の
仏
教
徒
会
議
は
、
前
記
の
よ
う
に
一

般
論
と
し
て
の
人
類
の
危
機
に
遭
遇
し
た
現
代

に
、
仏
教
を
如
何
に
役
立
た
せ
る
か
を
討
究
す

る
宗
派
代
表
者
会
議
と
、
「
人
口
問
題
と
仏

教
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
二

つ
に
限
定
し
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
時
間
を
か

け
て
考
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
日
ほ
ど
人
闘

が
危
機
感
と
不
安
を
抱
い
て
い
る
時
代
は
な

い
。
超
能
力
や
予
言
ブ
ー
ム
を
呼
ん
で
い
る
の

も
こ
の
こ
と
を
物
語
る
一
つ
の
現
象
で
あ
ろ

う
。
予
言
も
当
て
の
S
F
（
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
）
作
家
た
ち
が
称
え
た
バ
ラ
色
の

人
生
で
は
な
く
、
概
ね
人
間
の
夫
来
に
取
っ
て

悲
観
的
な
も
の
が
多
い
。
ま
た
超
能
力
に
よ
っ

て
は
決
し
て
人
間
の
未
来
は
明
る
い
も
の
と
は

な
ら
な
い
。
超
人
が
生
ま
れ
る
た
め
に
は
、
人

の
系
列
の
な
か
に
よ
り
大
き
な
、
よ
り
複
雑
な

脳
を
持
つ
新
型
へ
の
突
然
変
異
を
必
要
と
す
る

が
、
今
や
人
間
は
、
不
完
全
な
多
数
の
個
体
、

悪
性
遺
伝
子
を
集
積
さ
せ
て
自
然
淘
汰
の
作
用

を
か
き
乱
し
て
い
る
し
、
他
の
動
物
の
種
を
滅

亡
さ
せ
、
植
物
を
死
滅
さ
せ
、
自
か
ら
は
加
速

的
に
繁
殖
し
て
不
可
欠
な
、
そ
し
て
限
り
あ
る

資
源
を
蕩
尽
し
て
、
自
然
的
生
態
系
か
ら
離
脱

し
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
人
工
的
生
態
系
の
な
か
で
、
人

類
に
果
し
て
無
限
の
栄
光
が
あ
る
で
あ
ろ
う

か
。
人
間
も
ま
た
自
然
の
一
部
で
あ
る
。
そ
し

て
自
然
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
相
互
的
に
平
衡
状

態
の
な
か
で
共
存
し
調
和
を
保
っ
て
い
る
の
が

本
来
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
平
衡
が
破
ら
れ
た
現

在
一
実
は
人
間
が
破
っ
た
生
物
学
的
平
衡
を
ど

の
よ
う
に
再
調
整
す
る
か
が
一
番
大
切
な
問
題

で
あ
る
。
で
は
果
し
て
こ
の
大
事
業
に
、
仏
教

は
何
が
で
き
る
の
か
。

　
こ
の
た
び
の
仏
教
徒
会
議
で
は
単
な
る
抽
象

的
な
議
論
は
無
価
値
で
あ
る
。
と
言
っ
て
も
純

粋
な
技
術
的
、
経
済
的
、
ま
た
は
法
律
的
な
手

段
や
方
法
の
よ
せ
集
め
だ
け
で
は
一
向
に
役
に

立
つ
も
の
で
は
な
い
。
破
ら
れ
た
平
衡
か
ら
正

常
な
平
衡
へ
の
再
調
整
は
、
政
治
的
に
は
勿
論

で
あ
る
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は
道
穂
的
な
、

し
か
も
全
人
類
的
な
立
場
に
立
っ
た
高
度
な
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
決
定
的
に
必
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
そ
仏
教
徒
の
惜
み

な
き
努
力
を
関
与
さ
せ
る
場
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
真
渓
義
貫
）

第
十
一
回
世
界
仏
教
徒
会
議

明
秋
バ
ン
コ
ッ
ク
で

興
政
常
任
理
事
会
で
確
認

　
世
界
仏
教
徒
会
議
常
任
理
事
会
は
六
月
二
十

一
、
二
十
二
の
両
日
に
わ
た
り
、
タ
イ
国
バ
ン
コ

ッ
ク
市
の
W
F
B
本
部
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　
出
席
者
は
、
プ
ー
ン
会
長
、
ミ
ヤ
バ
ラ
ス
ナ

オ
（
米
国
）
、
テ
ー
テ
イ
ア
ン
チ
ュ
ー
（
マ
レ

ー
シ
ヤ
）
、
ス
タ
ン
レ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
（

（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
そ
れ
に
日
本
画
と
し
て
、

清
胤
徹
昭
全
仏
国
際
局
長
、
松
涛
弘
道
国
際
専

門
委
員
が
出
席
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
①
前
回
韓
国
ソ
ウ
ル
市
で

開
催
の
W
F
B
常
任
理
事
会
議
事
録
の
確
認
。

②
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
孤
児
救
済
に
つ
い
て

は
W
F
B
各
セ
ン
タ
ー
が
支
援
す
る
よ
う
要
請

す
る
。
③
マ
ラ
ラ
セ
ー
ケ
ー
ラ
記
念
基
金
に
つ

い
て
は
、
六
月
二
十
一
日
開
催
の
W
F
B
ユ
ネ

ス
コ
委
員
会
で
採
択
、
決
定
し
た
事
項
に
基
づ

き
実
現
を
は
か
る
よ
う
努
力
す
る
。
④
ル
ン
ビ

ニ
復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
集
ま
っ
て
い

る
預
金
高
は
三
百
二
十
七
万
円
余
で
あ
る
が
、

こ
の
進
展
状
況
が
不
明
の
た
め
、
早
急
に
ネ
パ

ー
ル
政
府
に
中
間
報
告
を
要
望
し
、
そ
の
如
何

に
よ
っ
て
は
、
各
国
セ
ン
タ
ー
は
引
続
き
募
財

活
動
を
し
て
も
ら
う
。

　
⑤
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
よ
り
W
F
B
セ
ン
タ

ー
承
認
方
要
請
が
あ
る
の
で
、
ビ
ス
ツ
ダ
ナ
ン

ダ
比
丘
の
率
い
る
団
体
を
承
認
す
る
。
⑥
フ
ラ

ー3一
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ン
ス
の
パ
リ
市
に
建
立
す
る
パ
ゴ
ダ
に
つ
い
て

経
済
的
援
助
方
の
要
請
が
あ
る
が
、
W
F
B
本

部
と
し
て
は
、
前
例
が
な
い
の
で
、
こ
の
要
請

は
却
下
す
る
。
⑦
テ
ン
プ
ル
ト
ン
記
念
財
団
受

賞
候
補
者
に
プ
ー
ン
会
長
を
推
せ
ん
す
る
。
⑧

日
本
側
の
W
F
B
役
員
と
し
て
同
副
会
長
に
岸

信
宏
師
、
常
任
理
事
に
神
田
寛
雄
師
を
推
せ
ん

決
定
し
た
。
⑨
W
F
B
各
セ
ン
タ
ー
現
況
把
握

に
つ
い
て
は
、
後
日
質
問
書
を
各
セ
ン
タ
ー
へ

送
り
そ
の
報
告
に
基
づ
い
て
作
製
す
る
。

　
⑩
印
度
国
内
で
仏
教
徒
差
別
待
遇
が
な
さ
れ

て
い
る
報
告
に
つ
い
て
は
、
W
F
B
ユ
ネ
ス
コ

委
員
会
ヘ
イ
ワ
ゲ
教
授
に
一
任
す
る
。
⑪
第
十

一
回
世
界
仏
教
徒
会
議
は
、
韓
国
側
の
要
請
で

バ
ン
コ
ッ
ク
で
開
催
と
決
ま
り
、
明
一
九
七
五

年
十
一
月
二
週
目
あ
た
り
に
開
か
れ
る
予
定
。

な
お
第
十
二
回
大
会
は
韓
国
で
開
催
す
る
事
を

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で
講
演
の
小
松
左
京
氏

了
承
し
た
◎
⑫
明
秋
の
W
F
B
大
会
と
平
行
し

て
行
わ
れ
る
W
F
B
二
十
五
周
年
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
、
記
念
切
手
発
行
の
図
案
に
、
弔

旗
と
法
輪
を
入
れ
る
事
に
決
定
。
⑬
台
湾
問
題

に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
政
治
的
に
微
妙
な
と

こ
ろ
が
ら
、
そ
の
善
処
方
の
意
見
を
タ
イ
国
外

務
省
に
問
い
合
わ
せ
た
上
で
態
度
を
決
め
る
。

⑭
W
F
B
Y
（
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟
）
を
引

続
き
支
援
す
る
が
、
一
部
役
員
の
更
迭
が
望
ま

れ
る
。
⑮
W
F
B
本
部
の
運
営
報
告
を
常
任
理

事
会
で
行
な
う
。
⑯
W
F
B
婦
人
連
盟
設
立
に

つ
い
て
は
保
留
す
る
。
　
　
　
以
上

　
な
お
、
こ
の
会
議
に
先
立
っ
て
、
六
月
二
十

日
に
は
W
F
B
ユ
ネ
ス
コ
委
員
会
が
、
同
じ
場

所
で
開
か
れ
、
．
日
本
側
ユ
ネ
ス
コ
委
員
と
し

て
、
村
野
宣
旨
国
際
専
門
委
員
が
出
席
し
た
。

ヒ
δ
～
o
～
o
～
o
～
o
｝
㍉
o
～
o
～
o
～
o
～
o
～
o
ぞ
。
～
o
～
o
為
乙

「
人
類
の
未
来
と
仏
教
」

日
本
仏
教
文
化
会
議

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

　
八
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
箱
根
仙
石
原
の

湖
尻
富
士
見
荘
に
お
い
て
「
人
類
の
未
来
と
仏

教
」
　
（
第
一
回
）
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
日

本
仏
教
文
化
会
議
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
昭
和
四
十
三
年

に
「
ア
ジ
ア
開
発
と
仏
教
」
を
テ
ー
マ
に
第
一

回
が
行
わ
れ
て
か
ら
「
生
命
科
学
と
仏
教
」
に

続
い
て
今
年
ま
で
七
回
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。　
き
わ
め
て
今
日
的
な
重
要
な
テ
ー
マ
の
も
と

有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が
、
毎
年
行
な
わ

れ
、
参
加
下
さ
れ
る
濃
餅
生
方
も
熱
心
に
討
議

を
か
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
と
し
は
「
日
本
沈
没
」
の
作
者
で
も
あ
る

箱
根
で
開
く

作
家
の
小
松
左
京
先
生
に
「
人
類
の
未
来
と
宗

教
」
、
東
洋
大
学
教
授
で
文
化
専
門
委
員
で
も

あ
ら
れ
る
金
岡
秀
友
先
生
に
「
仏
教
の
未
来
観

に
つ
い
て
」
、
と
基
調
講
演
を
お
願
い
し
た
。

　
参
加
下
さ
れ
た
諸
先
生
も
例
年
よ
り
多
く
二

十
六
人
の
方
の
御
出
席
を
得
、
傍
聴
さ
れ
る
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
の
方
々
も
例
年
よ
り
多
か
っ
た
こ

と
は
、
テ
ー
マ
で
あ
る
人
類
の
年
来
に
つ
い
て

仏
教
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
を
間
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
、
語
り
合
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
熱

意
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
関
係
者
一
同
喜
び
に
堪

え
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
基
点
と
し
て
仏
教
者
が

更
に
人
類
の
未
来
に
向
っ
て
光
明
を
見
出
す
べ

く
前
進
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ζ
O
～
O
＝
1
「
㌔
O
亀
」
1
t
O
～
O
～
O
～
O
｝
㌔
O
～
0
～
0
～
0
亀
－
■
〈
O
｝
㌔
O
亀
」
ノ
t
O
斗
ノ
「

…
全
仏
輪
袈
裟
…

こ
げ
茶
、
法
輪
マ
ー
ク
付
き

　
　
　
　
￥
一
、
二
〇
〇
円

お寺に懸盤をかかげよう

大たて150C一よこ247C￥13，000円小　70C－100C￥3，000円品切
中、　90C－　　135C　￥5，000円層手旗35C－50C　￥1，500円
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籔

　
　
三
つ
の
こ
と
が
ら
を
通
し
て
－
　
際

　
　
　
　
　
　
　
若
　
林
　
隆
　
光
　
際

　
一
…
一
…
雲
集
…
ー
ー
ー
善
導
…
ー
ー
垂
垂
ー
糠

　
去
る
七
月
二
十
七
・
二
十
八
両
日
、
日
本
印

度
学
仏
教
学
会
の
第
二
十
五
回
学
術
大
会
が
東

洋
大
学
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。
十
一
の
部
会
に

分
れ
、
実
に
四
百
三
十
名
に
及
ぶ
研
究
発
表
が

行
な
わ
れ
た
。
正
に
学
会
空
前
の
盛
事
で
あ
り

同
慶
の
至
り
に
た
え
な
い
と
共
に
関
係
さ
れ
た

方
々
の
O
労
苦
に
対
し
心
か
ら
感
謝
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
一
方
同
じ
七
月
二
十
七
日
夜
、
N
H
K
テ
レ

ビ
は
シ
リ
ー
ズ
番
組
「
皆
で
語
ろ
う
」
に
「
葬

式
」
を
取
上
げ
、
葬
式
の
あ
り
方
、
埋
設
の
功

罪
等
か
ら
戒
名
（
料
）
是
非
が
論
ぜ
ら
れ
た
と

い
う
。
出
演
者
は
主
と
し
て
こ
の
問
題
に
つ
い

て
投
書
し
た
一
般
人
（
二
百
上
通
の
投
書
が
あ

っ
た
由
）
と
葬
儀
屋
さ
ん
及
び
数
名
の
僧
侶
か

ら
構
成
さ
れ
、
助
言
者
と
し
て
武
蔵
野
女
子
大

の
花
山
勝
友
氏
が
大
学
教
授
の
資
格
で
出
席
さ

れ
た
。
筆
者
は
視
聴
し
な
か
っ
た
の
で
又
聞
き

の
判
断
を
出
な
い
が
、
僧
侶
側
の
頽
勢
は
眼
を

お
お
わ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
鈴
木
健
ニ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
翠
嵐
に
も
似
た
司
会
ぶ
り
に
対
し
、

わ
ず
か
に
救
い
と
な
っ
た
の
は
助
言
さ
れ
た
花

臓二一鼎

山
氏
が
仏
門
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
と

い
う
。

　
学
術
大
会
と
N
H
K
の
番
組
相
互
は
何
の
関

連
も
無
く
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
前
者
が
明
治
維
新
の
廃
仏
棄
釈
以

来
、
天
下
晴
れ
て
学
会
連
合
中
切
も
活
発
と
い

っ
て
よ
い
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
他
方
、

後
者
で
は
僧
侶
た
ち
が
必
ず
し
も
指
導
的
役
割

を
示
し
て
は
い
な
か
っ
た
事
実
は
、
今
日
わ
れ

わ
れ
仏
教
徒
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
象
徴
的

に
、
し
か
も
正
確
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
い

っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
仏
教
新

聞
は
番
組
を
選
ん
で
出
演
す
べ
し
と
警
告
し
て

い
た
が
、
そ
の
論
が
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る

に
せ
よ
、
こ
の
対
照
の
象
徴
性
は
些
か
も
減
ず

る
も
の
で
は
な
い
。

　
更
に
併
せ
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
近
来
常
に

読
書
界
に
潜
在
す
る
仏
教
書
ブ
ー
ム
が
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
ブ
ー
ム
は
決
し
て
仏
教
の
ブ
ー
ム

で
は
な
く
、
反
っ
て
社
会
全
般
の
仏
教
飢
餓
状

態
へ
の
警
告
で
あ
っ
て
、
一
般
僧
侶
個
人
は
夫

々
そ
れ
な
り
の
活
動
努
力
を
し
て
い
る
に
も
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

か
わ
ら
ず
、
次
第
に
仏
教
に
つ
い
て
主
役
か
ら

脇
役
に
転
じ
つ
つ
あ
る
事
実
で
あ
る
。

」
こ
こ
で
思
い
は
自
然
と
医
学
に
導
か
れ
る
。

医
学
に
於
て
病
理
中
心
の
基
礎
的
な
面
と
、
臨

床
中
心
の
応
用
的
な
面
が
車
の
両
輪
之
な
っ
て

併
行
し
て
い
る
こ
と
は
、
今
更
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
し
て
医
学
と
病
気
、
医
師
と
患
者
を
媒

介
し
自
ら
も
そ
の
両
面
を
備
え
て
進
ん
で
い
る

も
の
に
薬
学
が
あ
る
。
そ
し
て
今
日
「
医
は
算

術
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
き
か
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
医
師
に
対
す
る
信

頼
、
薬
剤
に
対
す
る
文
字
通
り
の
信
用
は
過
度

と
も
い
え
る
程
で
あ
り
、
医
師
の
社
会
的
地
位

の
高
さ
は
大
学
医
学
部
の
入
試
競
争
心
の
高
さ

が
証
明
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
若

者
た
ち
が
敢
て
一
割
の
不
利
を
睡
り
み
ず
、
丸

儲
け
を
捨
て
て
、
九
層
倍
に
赴
く
の
は
、
単
な

る
冒
険
心
以
外
の
何
も
の
か
が
あ
ろ
う
。

　
勿
論
明
治
以
来
の
教
育
が
、
仏
教
排
斥
、
宗

教
軽
視
の
方
針
の
下
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
、

今
日
の
状
況
に
導
い
た
こ
と
は
否
み
得
な
い
。

全
て
の
国
民
が
通
過
せ
ぎ
る
を
得
な
い
義
務
教

育
の
教
科
書
か
ら
、
一
切
の
宗
教
心
の
萌
芽
と

な
り
得
る
も
の
を
摘
み
取
っ
て
お
い
て
、
［
口
本

人
の
宗
教
心
の
有
無
を
云
々
す
る
の
は
正
に
本

末
顛
倒
で
あ
る
。
信
教
の
自
由
と
は
、
信
教
が

存
在
す
る
場
に
於
て
意
味
あ
る
言
葉
で
あ
る
。

一
切
の
食
糧
が
存
在
し
な
い
砂
漠
の
唯
中
で
人

は
食
事
を
選
択
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た

食
糧
の
存
在
し
得
な
い
不
毛
の
砂
漠
に
人
を
置

い
て
、
食
事
を
取
る
も
取
ら
ぬ
も
自
由
で
あ
る

と
い
う
の
は
人
を
愚
弄
す
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
い
く
ら
声
を
大
に
し

て
叫
ん
で
も
声
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
は
な
く
、

い
く
ら
繰
返
し
て
も
繰
返
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
仏
教
者
の
立
場
と
し
て
は
こ
れ
で

足
れ
り
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
ま
た

い
う
ま
で
も
な
い
。

　
病
理
の
研
究
は
如
何
に
進
歩
し
、
先
行
し
て

も
そ
れ
だ
け
で
病
気
を
絶
滅
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
現
実
の
患
者
に
あ
て
は
め
、
薬
学
の

知
識
を
援
用
し
、
適
切
な
看
護
が
行
な
わ
れ
て

は
じ
め
て
治
療
の
実
が
上
る
の
で
あ
る
。
む
し

ろ
一
見
純
客
観
的
な
分
析
に
終
始
す
る
か
に
見

え
る
病
理
の
研
究
は
、
病
の
器
と
し
て
の
人
間

全
体
に
対
す
る
見
通
し
が
あ
っ
て
始
め
て
成
立

つ
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
学
問
に

於
て
今
日
程
細
分
化
が
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

な
い
。
ま
た
隣
接
部
門
の
進
展
は
大
ま
か
な
立

言
を
許
さ
な
く
も
な
っ
て
い
る
。
細
分
化
は
近

代
科
学
研
究
の
辿
る
べ
き
運
命
と
さ
え
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
．
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仏
教
と
仏
教
学
の
関

係
に
於
て
は
い
ま
一
つ
の
配
慮
が
望
ま
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
仏
陀
の
い
ま
し
め
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

戯
論
の
分
野
も
、
仏
教
学
と
し
て
は
顧
慮
す
べ

き
範
囲
に
入
る
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
一

方
、
本
来
戯
論
で
な
か
っ
た
筈
の
も
の
が
、
申

論
に
い
う
見
論
の
戯
論
的
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
無
い
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
の
本
来
の
意

味
を
洗
い
直
し
、
大
き
な
流
れ
の
中
に
位
置
づ

け
て
い
く
こ
と
へ
の
戒
心
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
他
方
臨
床
医
の
立
場
に
あ
る
一
般
寺
院
僧
侶

は
、
与
薬
の
薬
礼
の
徴
集
に
堪
能
な
面
だ
け
が

取
上
げ
ら
れ
、
百
果
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

自
他
の
関
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
点
こ
そ
問
題
で

あ
る
。
医
師
に
も
名
医
も
薮
も
健
保
の
点
数
は

同
じ
と
い
う
難
点
は
あ
る
。
し
か
し
医
師
、
病

5一
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院
に
対
す
る
選
択
の
自
由
は
、
僧
侶
、
寺
院
に

対
す
る
そ
れ
よ
り
も
遥
か
に
高
い
。
そ
し
て
医

師
に
は
学
位
の
表
示
に
つ
い
て
制
限
が
あ
る
の

に
、
僧
階
に
つ
い
て
は
表
示
の
制
限
ど
こ
ろ
か

世
人
は
僧
階
の
無
意
昧
さ
に
つ
い
て
よ
く
知
っ

て
い
る
と
い
う
他
な
い
。
そ
し
て
横
行
す
る
の

は
、
医
学
の
進
展
を
無
視
し
た
所
謂
め
く
ら
医

療
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
砂
漠
の
民
は
飢
え

や
渇
き
を
何
処
に
い
や
し
た
ら
よ
い
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
か
。

　
警
喩
が
全
分
を
お
お
う
も
の
で
な
い
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
日
本
人
の
全
て
が

患
者
も
し
く
は
患
者
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
も
い

え
る
今
日
、
同
日
に
行
な
わ
れ
た
一
見
無
関
係

に
も
思
わ
れ
る
二
つ
の
事
象
は
、
そ
の
対
照
の

妙
に
於
て
わ
れ
わ
れ
に
何
等
か
の
反
省
を
促
す

契
機
と
な
り
得
る
し
、
ま
た
な
す
べ
き
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
よ
り
深
く
、
よ
り
広
く
、
よ
り

高
い
立
場
か
ら
、
更
に
触
れ
る
べ
き
問
題
点
に

つ
い
て
読
者
諸
賢
の
御
教
示
に
あ
ず
か
る
こ
と

が
出
来
る
な
ら
ば
、
貴
重
な
紙
面
を
汚
し
た
若

輩
の
妄
語
の
罪
も
幾
分
か
は
軽
減
し
て
頂
け
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
、
恐
れ
お
の
の
き
つ
つ

筆
を
泣
く
次
第
で
あ
る
。

　
，
（
西
光
院
住
職
・
全
仏
文
化
専
門
委
員
）
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ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
代
表
団

あいさつするソ連の仏教会会長

来　
日

　
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　
日
本
仏
教
徒
有
志
（
仏
教
徒
平
和
の
会
、
日

本
山
妙
法
寺
）
の
招
待
で
来
日
し
た
ソ
連
・
モ

ン
ゴ
ル
仏
教
代
表
団
一
行
電
機
の
歓
迎
会
が
、

全
仏
と
日
本
側
歓
迎
委
員
会
共
催
の
も
と
、
さ

る
七
月
三
十
日
、
竣
工
な
っ
た
東
京
・
ソ
ー
ト

ー
ビ
ル
内
の
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
　
（
表
紙
写
真
参
照
）

　
来
日
し
た
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
代
表
団
は

ハ
ン
ボ
ラ
マ
・
ゴ
ン
ボ
エ
フ
・
ソ
連
仏
教
会

長
、
ラ
マ
・
ガ
ル
マ
ジ
ャ
ー
ロ
フ
僧
正
、
デ
リ

コ
フ
教
授
、
シ
ャ
グ
ダ
ロ
ー
ワ
夫
人
、
ト
ル
カ

チ
ョ
フ
教
授
（
以
上
ソ
連
）
、
オ
ソ
ロ
僧
正
、

バ
ー
ト
ル
ド
リ
ー
氏
（
以
上
モ
ン
ゴ
ル
）
の
七

名
で
、
日
本
側
か
ら
は
、
岩
本
勝
俊
曹
洞
宗
管

長
、
桜
井
大
乗
全
便
事
務
総
長
、
浅
井
堅
教
豊

山
派
宗
務
総
長
、
貝
山
宣
泰
神
奈
川
県
立
会

長
、
木
村
光
顕
静
岡
県
仏
会
長
、
中
山
理
々
仏

教
鎭
農
会
理
事
長
ら
七
十
余
財
が
出
席
し
た
。

　
歓
迎
会
は
、
壬
生
照
順
師
の
司
会
で
始
ま
り

桜
井
全
仏
事
務
総
長
の
挨
拶
、
浅
井
堅
教
師
の

発
起
人
代
表
歓
迎
の
こ
と
ば
、
岩
本
管
長
の
来

賓
挨
拶
と
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎
の
意
を
表
わ
し
た
。

　
こ
れ
に
答
え
て
、
両
国
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ

「
今
度
の
訪
問
を
機
会
に
、
今
後
両
国
代
表
団

の
往
来
を
は
か
り
、
相
互
理
解
、
連
帯
の
強
化

さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
。
日
本
と
同
じ
大
乗
仏
教

を
い
た
だ
く
仏
教
徒
と
し
て
、
人
類
福
祉
と
世

界
平
和
の
た
め
に
手
を
た
ず
さ
え
て
前
進
す
る

よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
、
互
い
に

友
好
と
人
類
平
和
を
誓
い
合
っ
た
。

　
そ
の
あ
と
、
席
を
あ
ら
た
め
て
歓
迎
の
宴
が

催
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
歓
談
が

つ
づ
い
た
。

　
代
表
団
一
行
は
、
七
月
二
十
四
日
に
来
日
し

て
以
来
、
箱
根
、
京
都
里
山
、
東
京
各
山
を
参

拝
し
、
三
十
一
日
に
は
N
H
K
テ
レ
ビ
に
出
演

す
る
な
ど
所
期
の
目
的
を
果
し
て
、
八
月
五
日

に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

第
二
回
世
界
宗
教
者

平
和
会
議
開
か
れ
る

　
　
　
・
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ベ
ン
で

　
世
界
宗
教
者
会
議
（
W
C
R
P
、
ア
ン
ジ
ェ

ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
大
司
教
）
で
は
、
八
月

二
十
八
日
か
ら
九
月
三
日
ま
で
、
ベ
ル
ギ
ー
国

ル
ー
ベ
ン
に
て
、
「
宗
教
と
人
間
生
活
の
質
」

を
基
調
テ
ー
マ
に
第
二
回
世
界
宗
教
者
平
和
会

「
聾
盤
錯
，
』
一
滴
」

　　　全仏推奨安全焼香台（屋内用）
線香（ローソク）完全燃焼器　（墓地用）

　　　　お寺を火災から守りましよう〃
ミ線香（ローソク）完全燃焼器，（墓地用）でお寺も檀

みんな揃って一安心！　安全焼香台（屋内用）もあり

製法　実用新案公告　34188号

製品実用新案特許出願受付昭46－92325嫁
ご一報下されば直ちにカタログご送付致します
特約店募集中

　　　（〒460）名古屋市中区大須3丁目39番33号

商金梅全国総発売元㈲合資会社

TE：L　名古屋＜052＞241－0901㈹

議
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
主
な
論
点
お
よ
び
提

案
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
基
本
原
則

　
各
人
の
発
言
は
、
正
義
と
平
和
を
希
求
す
る

宗
教
者
と
し
て
、
各
人
の
も
つ
信
仰
と
良
識
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
宗
我
お
よ
び
国
益
に
と

ら
わ
れ
な
い
。
第
一
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議

に
お
け
る
決
定
事
項
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に

具
体
的
、
実
践
的
課
題
に
取
組
む
。
日
本
委
員

会
と
し
て
共
通
の
了
解
事
項
お
よ
び
提
案
事
項

の
あ
る
場
合
は
、
参
加
者
相
互
に
発
言
お
よ
び

動
議
を
支
持
す
る
〇

二
、
非
武
装
と
安
全
の
保
障
に
つ
い
て

三
、
開
発
と
人
問
の
解
放
に
つ
い
て

四
、
人
権
の
確
立
と
そ
の
方
策
に
つ
い
て

五
、
人
間
環
境
と
人
類
の
生
存
に
つ
い
て
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世
界
の
主
要
宗
教
の
指
導
者
が
こ
の
よ
う
な

規
模
に
お
い
て
一
堂
に
会
し
、
世
界
平
和
の
具

体
的
課
題
に
つ
い
て
討
議
を
行
う
事
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
宗
教
史
上
ま
さ
に
未
曽
有
の
事
で
あ

っ
て
、
会
議
開
催
国
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
フ
ァ
ビ

オ
ラ
・
ベ
ル
ギ
ー
国
王
妃
を
最
高
顧
問
に
推
戴

し
、
レ
オ
ン
・
ヨ
セ
ブ
・
ス
ー
ネ
ン
ス
枢
機
卿

（
ベ
ル
ギ
ー
国
首
座
大
司
教
）
を
委
員
長
に
、

キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
各

代
表
者
、
お
よ
び
ジ
ー
ン
・
レ
イ
前
E
C
C
会

長
、
ピ
エ
ー
ル
・
ハ
ー
メ
ル
上
院
議
長
、
ア
ン

ド
レ
・
デ
キ
ュ
ー
下
院
議
長
、
エ
ド
ワ
ー
ル
・

マ
ッ
ソ
ー
お
よ
び
ピ
ー
タ
ー
・
ド
・
ソ
マ
ー
の

両
ル
ー
ベ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
学
長
等
を
以

て
構
成
す
る
受
入
委
員
会
を
組
織
し
て
、
世
界

会
議
の
諸
準
備
に
あ
た
っ
た
。
八
月
一
日
ま
で

に
参
加
登
録
を
す
ま
せ
た
参
加
者
は
、
四
十
六

力
国
、
三
百
余
名
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
日
本
で
参
加
す
る
仏
教
関
係
の
方
々

は
、
中
山
理
々
師
、
雲
藤
義
道
師
、
葉
上
照
澄

師
、
一
十
富
貴
、
金
岡
秀
友
東
洋
大
学
文
学
部

部
長
、
山
崎
照
義
師
他
数
名
の
人
々
で
あ
っ

た
。

伊
東
で
関
東
甲
信
越
静

ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
去
る
五
月
二
十
九
日
、
三
十
日
の
両
日
に
わ

た
り
、
静
岡
県
仏
の
担
当
で
伊
東
市
ホ
テ
ル

「
ニ
ュ
ー
東
海
」
に
て
関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
、
小
峰
順
々
・
郡
司
博
道
（
東
下

土
持
良
栄
・
月
間
照
孝
・
熊
野
明
夫
（
千
葉
県

仏
）
、
貝
山
宣
泰
・
小
崎
竜
雄
・
小
沢
省
元

（
神
奈
川
県
仏
）
、
北
之
内
真
竜
・
小
出
秀
峰

（
埼
玉
県
仏
）
、
稲
木
宏
済
・
高
木
歓
了
・
岩

田
定
憲
（
栃
木
県
仏
）
、
井
村
胤
応
・
安
藤
勢

至
（
山
梨
県
仏
）
、
村
木
祐
英
・
丸
山
宗
隆

（
長
野
県
仏
）
、
土
田
真
也
（
新
潟
県
仏
）
、

木
村
光
顕
・
伊
藤
義
道
・
小
原
良
碩
・
長
岡
随

典
・
松
村
寿
顕
・
佐
々
間
真
忍
（
静
岡
県
仏
）

と
で
充
実
し
た
討
議
が
な
さ
れ
た
。

　
会
議
は
、
貝
山
師
を
議
長
と
し
て
「
一
、
昭

和
四
十
九
年
度
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い

て
」
日
時
、
会
場
が
既
報
の
通
り
今
年
十
一
月

六
日
、
京
都
・
和
順
会
館
に
決
定
し
た
旨
、
全

伊
東
の
ホ
テ
ル
で
記
念
撮
影
の
一
行

仏
事
務
局
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し

ブ
ロ
ッ
ク
各
県
は
積
極
的
に
協
力
す
る
事
が
約

束
さ
れ
た
。
「
二
、
時
局
対
策
に
つ
い
て
」
は

や
は
り
既
報
の
O
と
く
念
仏
税
制
特
別
委
の
努

力
が
み
の
り
、
法
人
税
法
の
一
部
改
正
に
こ
ぎ

つ
け
た
事
が
全
仏
事
務
局
よ
り
報
告
説
明
が
な

さ
れ
た
Q
ま
た
「
靖
国
法
案
に
つ
い
て
」
は
、

問
題
が
大
き
い
た
め
、
既
報
の
全
仏
の
声
明
文

を
も
っ
て
説
明
と
さ
れ
た
。
次
に
埼
玉
県
仏
よ

り
関
東
宗
教
法
人
実
務
研
修
会
に
つ
き
協
力
方

の
お
願
い
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
各
県

仏
よ
り
四
十
八
年
度
の
行
事
報
告
、
四
十
九
年

度
の
行
事
計
画
が
報
告
説
明
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
全
農
事
務
局
よ
り
当
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
担
当
予
定
案
が
発
表
さ
れ
、
来
年
度
は
神

奈
川
県
仏
の
担
当
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定

し
た
。
な
お
、
そ
れ
以
後
の
担
当
予
定
案
も
一

応
の
了
解
を
得
た
の
で
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
開

催
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

盛
岡
で
ひ
ら
か
れ
た

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
去
る
六
月
七
、
八
の
両
日
、
岩
手
懸
仏
の
担

当
で
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
盛
岡
市
つ
な
ぎ
温

泉
「
御
所
会
館
」
で
開
催
さ
れ
た
。

　
岩
手
県
仏
副
会
長
の
熊
谷
隆
正
師
を
議
長
に

「
一
、
昭
和
四
十
九
年
度
全
日
本
仏
教
徒
会
議

に
つ
い
て
」
、
全
仏
事
務
局
よ
り
日
時
、
会
場

が
本
年
十
一
月
六
日
、
京
都
・
和
順
会
館
に
決

定
し
だ
旨
説
明
が
な
さ
れ
た
。
「
二
、
時
局
対

策
に
つ
い
て
」
、
法
人
税
法
の
一
部
改
正
に
こ

ぎ
つ
け
た
経
過
報
告
が
、
全
仏
事
務
局
と
税
制

特
別
三
石
委
員
長
の
郡
司
博
道
師
か
ら
な
さ
れ

た
。
ま
た
「
靖
国
法
案
に
つ
い
て
」
も
前
仏
事

務
局
か
ら
声
明
書
の
発
表
に
い
た
る
ま
で
の
経

過
が
説
明
さ
れ
た
。
な
お
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
出

席
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
山
形
県
仏
板
垣
隆
寛
（
副
会
長
）
、
同
板
垣

亮
忠
（
庶
務
）
、
福
島
県
仏
岡
部
町
（
事
務
局

長
）
、
岩
手
県
仏
松
尾
正
真
（
会
長
）
、
熊
谷

隆
正
（
副
会
長
）
、
豊
春
宗
雄
、
工
藤
道
夫
、

加
藤
順
底
、
前
沢
信
一
、
中
野
正
興
、
熊
谷
安

野
、
松
見
得
忍
、
黒
沢
有
光
、
高
橋
雄
仙
、
上

館
馨
文
（
以
上
理
事
）
の
各
師
。

　
ま
た
会
議
に
先
立
っ
て
、
宗
教
法
人
の
税
金

に
つ
い
て
の
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
れ

に
つ
き
岩
手
県
仏
の
熊
谷
会
長
よ
り
次
の
よ
う

に
報
告
さ
れ
た
。

　
岩
手
県
仏
で
は
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
を

機
と
し
て
全
仏
後
援
の
下
に
講
習
会
を
左
記
に

よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
1
、
期
日
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
七
日
（
金

午
後
一
時
～
三
時

　
2
、
会
場
、
盛
岡
市
名
須
川
町
三
一
－
五

報
恩
寺

　
3
、
講
師
、
講
題
「
宗
教
法
人
の
税
金
に
つ

い
て
」

　
◎
全
日
仏
税
制
特
別
委
員
会
副
委
員
長

　
　
東
京
都
仏
教
連
合
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
郡
司
博
道
師

　
4
、
参
加
資
格
者
、
各
宗
寺
院
住
職
又
は
代

理
者
　
当
日
は
県
下
寺
院
住
職
又
は
代
理
者
、
百
五

十
名
義
講
、
熱
心
な
聴
講
風
景
の
中
に
も
、
珍

問
続
出
。
有
意
義
な
楽
し
い
和
の
会
場
で
し

た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
全
一
仏
教
運
動
推
進

を
願
っ
た
次
第
で
す
。
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「
生
命
科
学
と
仏
教
」

…
紀
要
（
そ
の
三
）
を
刊
行
…

　
昨
年
八
月
開
催
し
た
日
本
仏
教
文
化
会
議

．
「
生
命
科
学
と
仏
教
」
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
（
第

三
年
次
、
完
結
）
の
紀
要
が
こ
の
ほ
ど
刊
行
さ

れ
た
。

　
内
容
は
、
東
大
教
授
野
田
春
彦
氏
の
「
生
物

と
し
て
の
人
間
の
本
性
」
東
大
名
誉
教
授
宮
本

正
尊
氏
の
「
仏
教
か
ら
み
た
人
聞
の
本
性
」
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
B
5
版
二
六
七
頁
。
希
望
の
向
に
は
頒
布
す

る
の
で
全
剥
文
化
部
あ
て
に
照
会
す
る
よ
う
。

同
H
国

昭和49年9月1日

長
岡
　
慶
信
師
（
真
言
宗
豊
山
派
元
管
長
、
全

仏
元
副
会
長
）

　
七
月
二
日
、
東
京
田
端
の
自
坊
与
楽
寺
で
老

衰
の
た
め
逝
去
、
八
十
五
歳
。
師
は
群
馬
県
出

身
、
児
童
教
化
、
宗
教
々
育
活
動
は
著
し
く
、

三
十
四
歳
で
宗
会
議
員
当
選
、
以
後
、
昭
和
二

十
年
か
ら
三
十
八
年
ま
で
東
京
仏
教
団
理
事
長

を
つ
と
め
、
昭
和
四
十
年
に
同
派
管
長
、
長
谷

寺
化
主
と
な
る
。
ま
た
昭
和
四
十
二
年
、
全
仏

副
会
長
に
就
任
、
全
一
仏
教
運
動
に
多
大
の
功

を
残
し
た
。

羽
渓
　
了
諦
氏
（
竜
大
元
学
長
、
全
仏
前
副
会

長
）
八
月
十
三
日
、
京
都
第
一
日
赤
病
院
で
心

筋
こ
う
そ
く
の
た
め
逝
去
。
九
十
歳
。
氏
は
京

大
哲
学
科
卒
業
後
、
イ
ン
ド
に
留
学
、
大
正

十
年
竜
大
教
授
と
な
り
、
以
来
、
京
大
教
授
竜

　
　
　
　
　
昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日
発
行

　
　
　
　
　
九
月
号
　
　
第
二
〇
〇
号

大
学
長
と
歴
任
。
西
域
仏
教
の
権
威
。
ま
た
氏

は
昭
和
三
十
八
年
、
全
仏
副
会
長
を
つ
と
め
、

現
在
財
団
法
人
仏
教
伝
道
協
会
理
事
長
に
あ
っ

た
。　

事
務
総
局
録
事
（
七
月
・
八
月
）

三
日
　
　
　
仏
青
設
立
準
備
高
に
出
席
（
仏
教

　
　
　
伝
道
セ
ン
タ
ー
）

十
一
日
　
　
東
京
本
願
寺
別
院
藤
井
輪
番
歓
迎

　
　
　
　
会
に
出
席

　
　
　
　
仏
教
鐵
仰
会
の
「
都
民
お
盆
ま
つ

　
　
　
　
　
り
」
に
出
席

十
一
二
日
～
十
六
月
一
　
盆
休

二
十
二
日
局
内
会
議

二
十
四
日
　
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
代
表
団
出

　
　
　
　
迎
え
（
羽
田
）

二
十
七
日
　
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
仏
教
代
表
平
門

　
　
　
　
迎
会
（
京
都
堀
川
会
館
）

　
　
　
　
　
ス
リ
ラ
ン
カ
訪
問
団
見
送
り

三
十
日
　
　
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
伝
教
代
表
団
歓

　
　
　
　
迎
会
（
東
京
ソ
ー
ト
ー
ビ
ル
）

　
（
八
月
）

五
日
　
　
　
日
蓮
宗
法
主
就
任
並
び
に
管
長
帰

　
　
　
　
国
祝
賀
会
（
帝
国
ホ
テ
ル
）

七
日
　
　
　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
打
合
せ

十
日
　
　
局
内
会
議

十
三
日
～
十
六
日
　
盆
休

二
十
三
日
　
全
仏
創
立
記
念
日

　
　
　
　
関
西
事
務
局
訪
問

二
十
六
日
～
二
十
七
日
　
日
本
仏
教
文
化
会
議

二
十
六
日
　
局
内
会
議

●
八
月
号
は
都
合
に
よ
り
休
刊
し
ま
し
た
。

　　　インド仏跡参拝団
印度山日本寺開山一周年記念法要団
　　　　　　　　　　　　層

黄金菩提樹葉

影催
期間

費用

（財）国際仏教興隆協会

昭和49年12月2日から
　　　　　　　　　　　　17日間
　　ク　12月18日号で

380，000円

　（宿泊、食事代を始め団体行動中の経費一切を含みます）

　昨年12月8日全日本仏教会法要団により落慶法要が厳修された成道の
聖地ブダガヤの印度日本寺の一周年が近づいて参りました。，この法要団

はその開山一周年記念法要に随喜し、六大仏跡参拝とカトマンズ（3泊）、

アグラ、デリーを訪ね、帰路バンコックに一泊します。

　お申込みは早目に千代田トラベルへこのほか11月以降2月まで毎月イ
ンド仏跡参拝団がございます。

億匠登録出願中）

　　　　運輸大臣登録一般154号

傲会狂多i爬膨炉rラペル

CHIYODA　TRAV：E：L，　INα
　　　　東京都港区南青山5丁目6番20号

　　　　〒107　（千成ビル）
　　　　TEL協＝紐言㈹

成
道
の
聖
地
ブ
ダ
ガ
ヤ
の
菩

提
樹
の
葉
を
、
そ
の
自
然
の

姿
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
純
金

加
工
し
て
美
し
い
二
重
額
縁

に
納
め
た
も
の
で
す
。
お
仏

間
に
ぜ
ひ
お
備
え
下
さ
い
。

タテ36伽　ヨコ32伽
￥17，000（送料別）
千代田トラベル物産部へお
串込み下さい。

欝
M
融
餅
罪
証

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

電
話
〇
三

　
　
　
　
　
（
八
四
二
）
六
三
　
四
　
一
～
三
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